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２月の主な活動
	４日	2017地域フォーラム
	 	（ＴＰＰの光と闇）

	６日	第２回労働条件委員会

	７日	第59回地方委員会

	９日～11日
	 	連合労働相談ホットライン

	15日	第４回四役会議
	 	第４回県議会議員懇談会

	21日	第４回執行委員会

	24日	労使懇談会
❶
連
合
新
潟
第
10
回
四
役
会

議
・
政
治
セ
ン
タ
ー
幹
事
会（
８

／
19
）
の
時
点
に
お
い
て
、
泉

田
前
知
事
な
ら
び
に
森
前
長
岡

市
長
よ
り
推
薦
要
請
が
来
て
い

ま
し
た
。

❷
と
こ
ろ
が
、
泉
田
氏
の
不
出

馬
表
明
（
８
／
30
）
に
よ
り
事

態
が
急
展
開
、
こ
れ
を
受
け
、

民
進
党
県
連
代
表
よ
り
独
自
候

補
擁
立
に
強
い
意
志
表
明
が
さ

れ
ま
し
た
（
８
／
31
）。

❸
連
合
新
潟
は
、
民
進
党
県
連

に
対
し
「
本
気
で
取
り
に
行
く

の
な
ら
、
例
え
ば
、
現
職
国
会

議
員
や
多
く
の
県
民
に
そ
の
名

が
知
ら
れ
て
い
る
人
で
な
け
れ

ば
厳
し
い
」、「
候
補
擁
立
す
る

な
ら
、
他
の
政
党
よ
り
も
先
に
、

そ
の
話
を
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」、「
民
進
党
本
部
と
十
分

連
携
す
る
こ
と
」、「
泉
田
県
知

事
の
協
力
を
得
る
こ
と
も
重

要
」、
と
伝
え
ま
し
た
。

❹
民
進
党
県
連
は
、
候
補
擁
立

に
動
い
た
も
の
の
、
結
果
独
自

候
補
擁
立
を
断
念
（
９
／
13
）

し
、
併
せ
て
森
氏
を
推
薦
し
な

い
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
連
合

新
潟
は
、
こ
の
こ
と
を
受
け
推

薦
要
請
の
あ
っ
た
森
氏
に
つ
い

て
、
連
合
新
潟
第
11
回
四
役
会

議
・
政
治
セ
ン
タ
ー
幹
事
会（
９

／
14
）
を
経
て
、
持
ち
回
り
執

行
委
員
会
に
て
支
持
を
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ

ま
で
長
岡
市
長
と
し
て
３
期
目

よ
り
３
回
連
合
新
潟
は
推
薦
を

し
て
お
り
、
中
越
地
域
協
議
会

と
良
好
な
関
係
を
構
築
し
労
働

政
策
な
ど
知
事
と
し
て
期
待
で

き
る
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

❺
民
進
党
は
、
そ
の
後
自
主
投

票
と
し
ま
し
た
（
９
／
17
）。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
党
な
ど

か
ら
押
さ
れ
民
進
党
新
潟
県
第

５
区
総
支
部
長
だ
っ
た
米
山
氏

が
出
馬
し
た
こ
と
は
、
擁
立
の

責
任
者
で
あ
る
民
進
党
県
連
代

表
が
、
民
進
党
か
ら
米
山
氏
を

擁
立
で
き
た
の
に
独
自
候
補
擁

立
断
念
と
判
断
し
た
対
応
に
不

信
感
を
抱
き
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
民
進
党
県
連
の
統
一
見

解
と
し
て
、
こ
と
の
顛
末
を
説

明
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

❻
連
合
新
潟
第
11
回
執
行
委
員

会
（
９
／
29
）
で
は
、
こ
と
の

顛
末
の
説
明
が
さ
れ
る
ま
で
は
、

ⅰ
）
連
合
新
潟
の
諸
会
議
等
へ

の
県
連
代
表
の
出
席
を
見
合
わ

せ
る
、
ⅱ
）
地
域
に
お
い
て
も

民
進
党
と
地
協
と
の
連
絡
・
調

整
は
、
連
合
新
潟
を
窓
口
と
す

る
、
２
点
に
つ
い
て
確
認
し
、

民
進
党
県
連
に
伝
え
ま
し
た
。

❼
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
告
示
後
、

選
挙
戦
に
お
い
て
県
連
代
表
が

米
山
候
補
の
応
援
に
立
つ
な
ど
、

そ
の
不
可
解
な
言
動
は
看
過
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
再
度
顛
末

を
説
明
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た

が
選
挙
期
間
に
お
い
て
説
明
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

❽
選
挙
後
の
10
月
20
日
、
連
合

本
部
か
ら
説
明
を
求
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
民
進
党
本

部
よ
り
野
田
幹
事
長
が
連
合
新

潟
に
来
局
、
選
挙
期
間
中
に
党

本
部
か
ら
蓮
舫
代
表
を
は
じ
め
、

多
く
の
国
会
議
員
が
新
潟
入
り

し
た
こ
と
な
ど
の
釈
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
民
進

党
県
連
が
一
切
関
与
し
て
い
な

い
こ
と
で
あ
り
、
連
合
と
民
進

党
本
部
間
で
決
着
し
て
も
ら
う

こ
と
で
対
応
し
ま
し
た
。

❾
民
進
党
県
連
は
、
常
任
幹
事

会
（
10
／
22
）
で
、
知
事
選
の

総
括
、
代
表
の
引
責
辞
任
お
よ

び
代
表
代
行
の
就
任
を
決
め
、

連
合
新
潟
と
の
懇
談
会
（
10
／

30
）
で
「
県
連
代
表
の
候
補
擁

立
に
対
す
る
消
極
的
姿
勢
、
調

整
力
お
よ
び
指
導
力
が
不
足
」

し
て
い
た
と
の
釈
明
が
あ
り
ま

し
た
。

�
こ
れ
を
受
け
、
連
合
新
潟
第

１
回
四
役
会
議
・
政
治
セ
ン
タ

ー
幹
事
会
（
11
／
16
）
で
の
論

議
を
踏
ま
え
、
連
合
新
潟
第
１

回
執
行
委
員
会
（
11
／
29
）
に

お
い
て
、連
合
新
潟
と
し
て「
組

合
員
に
機
関
紙
な
ど
を
通
じ
、

こ
と
の
顛
末
に
つ
い
て
理
解
が

深
ま
る
よ
う
周
知
す
る
」
こ
と
、

民
進
党
県
連
に
対
し
「
党
本
部

に
蓮
舫
代
表
を
は
じ
め
多
く
の

国
会
議
員
の
新
潟
入
り
で
混
乱

と
不
信
感
を
招
い
た
こ
と
に
対

し
、
遺
憾
を
示
す
」、「
米
山
氏

の
応
援
に
入
っ
た
各
級
議
員
は
、

選
挙
区
に
お
け
る
地
域
協
議

会
・
構
成
組
織
に
丁
寧
な
説
明

を
行
う
」、
そ
の
上
で
民
進
党

県
連
と
従
前
ど
お
り
の
関
係
に

～
連
合
新
潟
組
合
員
の
皆
さ
ん
へ
～

《
県
知
事
選
挙
を
め
ぐ
る
連
合
新
潟
の
対
応
》

　
今
回
の
新
潟
県
知
事
選
で
連
合
新
潟
は
、「
森
前
長
岡
市
長
の

支
持
」
を
決
め
、
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
民
進
党
新
潟
県
連
は
、

「
自
主
投
票
」
を
決
め
、
歩
調
が
合
わ
な
い
ま
ま
選
挙
戦
に
突
入
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
つ
い

て
は
、
理
解
の
深
化
の
た
め
、
経
過
を
記
述
し
ま
す
。

Ｑ．なぜ、森たみおさんを「支持」したのですか？
Ａ．長岡市長として３期目より「推薦」しており、長岡市の
政策において中越地協と良好な関係を構築し、県政におい
ても同様の期待を寄せたからです。

Ｑ．「支持」と「推薦」の違いは？
Ａ．「支持」は、機関紙などでの紹介、集会などの周知であり、「推薦」は、前項に加え、各
種行動へ参加するなど可能な限りの支援活動を行います。

Ｑ．今回、なぜ民進党と歩調が合わなかったのですか？
Ａ．民進党は、候補擁立すると公言していたにもかかわらず、最終的に断念、その後「自主
投票」としました。しかし、他党などから押され民進党新潟県第５区総支部長だった米山
氏が、民進党を離党して出馬しました。民進党県連の「自主投票」を決めた後の曖昧な対
応が原因と言えます。

Ｑ．なぜ、民進党本部から蓮舫代表など多くの国会議員が米山氏の応援に来たのですか？
Ａ．民進党県連代表の候補擁立表明から、自主投票を決めたまでの経過が、民進党本部に正
確に伝えられていなかったのでは…。結果として中央では、民進党の仲間が離党してまで
立候補したのだから応援に行かなければ…となったようです。

Ｑ．次期解散選挙はどう対応するのですか？
Ａ．本部方針どおり、第48回衆議院選挙においても、連合は引き続き民進党との連携ならび
に支援を強化していきます。

Ｑ．連合が共産党と連携しないのはなぜですか？
Ａ．連合は結成大会で確認した「連合の進路」において「…左右の全体主義を排し、民主主
義を護り、自由・平等・公正で平和な社会の実現をめざす」とし、「連合の政治方針」に
おいても「連合は、左右の全体主義を排し…」としています。この「左右の全体主義」と
は、共産主義とファシズムをさします。加えて、共産党は民主集中制を採用していること
から、民進党をはじめとする民主主義政党とは根本的に異なります。したがって、連合が
共産党と選挙戦において連携することはあり得ないのです。

戻
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

�
民
進
党
県
連
と
の
第
23
回
定

期
協
議
（
12
／
11
）
の
場
で
、

民
進
党
県
連
と
の
間
で
「
民
進

党
本
部
に
蓮
舫
代
表
を
は
じ
め

多
く
の
国
会
議
員
の
新
潟
入
り

に
対
し
、
遺
憾
を
示
す
こ
と
」、

「
米
山
氏
の
応
援
に
入
っ
た
各

級
議
員
は
、
選
挙
区
に
お
け
る

地
域
協
議
会
・
構
成
組
織
に
丁

寧
な
説
明
を
行
う
」、
こ
と
を

確
約
し
、
従
前
ど
お
り
民
進
党

県
連
と
は
連
携
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
今
回
の
経
緯

を
重
く
受
け
止
め
、
引
き
続
き
、

社
会
に
渦
巻
く
不
安
や
不
満
、

働
き
暮
ら
す
生
活
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
な

が
ら
、
広
く
社
会
か
ら
共
感
を

得
ら
れ
る
政
治
活
動
・
労
働
運

動
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

第88回
新潟県中央メーデー

と き

５月１日（月）
ところ

新潟市陸上競技場

春
季
生
活
闘
争
に
む
け
て
決
意
を
固
め
る

第
五
九
回
地
方
委
員
会

　

二
月
七
日
、
連
合
新
潟
は
、

新
潟
市
・
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー
ル
で

第
五
九
回
地
方
委
員
会
を
開
催

し
、
役
員
、
地
方
委
員
な
ど
お

よ
そ
一
〇
〇
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

齋
藤
会
長
は
、
冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
春
季
生
活
闘
争
、
組
織

課
題
、
政
治
活
動
の
次
の
三
点

に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

①
今
年
も
「
底
上
げ
・
底
支

え
」「
格
差
是
正
」
を
す
る
春

季
生
活
闘
争
を
継
続
す
る
。
賃

金
格
差
が
あ
る
中
で
、
同
じ
率

で
上
げ
れ
ば
格
差
が
広
が
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
中
小

地
場
企
業
や
非
正
規
雇
用
で
働

く
人
々
、
労
働
組
合
の
な
い
職

場
で
働
く
人
々
に
光
を
当
て
た

取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

②
こ
こ
数
年
、
組
織
拡
大
に

至
っ
て
い
な
い
構
成
組
織
に
お

い
て
は
一
層
の
奮
闘
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、二
〇
二
〇
年「
一

〇
〇
〇
万
連
合
」
へ
の
取
り
組

み
の
展
開
に
組
織
の
総
力
を
挙

げ
る
。

　

社
会
運
動
と
事
業
連
帯
で
は
、

労
福
協
の
主
要
組
織
と
し
て
、

そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

く
。
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
の

「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」「
よ
り
そ

い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
社
会

保
障
制
度
の
改
悪
や
行
き
過
ぎ

た
規
制
緩
和
な
ど
、
誤
っ
た
国

の
政
策
に
よ
っ
て
必
要
と
な
っ

た
事
業
と
い
え
る
。
連
合
の
政

策
・
制
度
要
求
と
と
も
に
、
課

題
解
決
に
向
け
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
新
潟
県
労
福
協
の
主

要
構
成
団
体
で
あ
る
新
潟
県
総

合
生
協
が
、
事
業
の
大
き
な
転

換
点
に
来
て
い
る
。
共
済
事
業

の
全
労
済
へ
の
統
合
と
、「
新

し
い
Ｋ
ｕ
ｒ
ｕ
Ｃ
ｏ
」
の
二
〇

一
八
年
一
月
開
始
に
む
け
た
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
労
福

協
の
仲
間
と
し
て
、
新
し
い
組

織
・
事
業
を
力
強
く
踏
み
出
せ

る
よ
う
、
総
合
生
協
事
業
へ
の

引
き
続
き
の
協
力
を
お
願
い
す

る
。

　

③
衆
議
院
選
挙
に
む
け
て
、

現
職
議
員
の
西
村
（
一
区
）、

鷲
尾
（
二
区
）、
黒
岩
（
三
区
）、

菊
田
（
四
区
）、
そ
し
て
再
挑

戦
の
梅
谷
（
六
区
）
の
連
合
推

薦
が
決
定
し
て
い
る
。

　

県
政
で
は
、
米
山
知
事
誕
生

後
、
政
策
実
現
に
向
け
て
、
知

事
と
の
関
係
構
築
を
急
い
で
き

た
。
体
制
の
確
立
も
重
要
で

あ
り
、
二
年
後
の
統
一
地
方

選
で
は
、
県
会
議
員
選
挙
の

不
戦
敗
は
し
な
い
。
す
べ
て

の
選
挙
区
に
候
補
を
擁
立
し

て
い
く
た
め
、
こ
の
一
年
で

目
途
を
立
て
る
こ
と
が
必
要

だ
。
構
成
組
織
か
ら
の
候
補

擁
立
の
動
き
、
あ
る
い
は
地

域
に
お
い
て
連
合
の
政
策
実

現
に
向
け
て
協
力
し
て
く
れ

る
人
財
の
発
掘
を
お
願
い
す

る
。

　　

審
議
事
項
で
は
春
季
生
活

闘
争
、
第
四
八
回
衆
議
院
選

挙
の
取
り
組
み
、
年
間
主
要

活
動
日
程
が
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
委
員
会
の
終
了
後
、

新
潟
駅
前
で
春
季
生
活
闘
争

開
始
宣
言
の
街
宣
行
動
を
行

い
、
構
成
組
織
・
単
組
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

を
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。



連　　　合　　　新　　　潟

米山県知事

連合新潟
齋 藤 会 長

民進党
鷲尾衆議院議員

自民党
高鳥衆議院議員
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ほとんどない

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル
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こ
の
度
、
人
生
で
初
め

て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
り
ま
し
た
。
熱
が
39

度
ま
で
上
が
り
、
体
の

節
々
が
痛
か
っ
た
で
す
。

最
初
に
保
育
園
に
通
っ

て
い
る
５
歳
の
娘
、
そ

の
後
に
２
歳
の
娘
が
か

か
り
ま
し
た
。
下
の
娘
が
最
近
急
に

パ
パ
ッ
子
に
な
り
、「
抱
っ
こ
し
て
ー
」

と
か
わ
い
く
言
わ
れ
れ
ば
や
ら
ざ
る

を
得
な
い
で
す
ね
。
抱
っ
こ
し
て
い

る
時
に
私
の
顔
の
数
セ
ン
チ
前
で
満

面
の
笑
み
を
見
せ
な
が
ら
ゴ
ホ
ゴ
ホ

と
・
・
・
。
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
我

が
家
で
妻
だ
け
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
家

庭
は
救
わ
れ
ま
し
た
。�

（
Ｈ
）

12～１月度のホーム・ページ アンケート結果発表
質問：�12〜１月のアンケートは「あなたの月の残業時間は

何時間くらい？」でした。
　結果を見ると「ほとんどない」と「60時間以上」が同数ト
ップという状況でした。このあまりに両極端な結果を見て皆
さんはどう感じますか？管理職・一般職関係なく一緒に定時
で帰って、「じゃあ、一杯行こうか！」って職場にしていき
たいですね。連合は「長時間労働」是正について、2017春闘
でも取組を進めていきますので、皆さん、共に頑張りましょ
う！！
　２月のＨＰアンケートは「節分」に関する話題です。投票
をお待ちしています！

　

二
月
九
日
か
ら
一
一
日
に
か

け
て
、
連
合
は
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ

コ
ア
ゲ
応
援
団
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
、
特
に

パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
契
約
・

派
遣
な
ど
で
働
く
人
た
ち
に
向

け
た
全
国
一
斉
労
働
相
談
ダ
イ

ヤ
ル
を
設
け
ま
し
た
。
連
合
新

潟
で
は
、
新
聞
や
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
で
の
広
告
掲
載
の
ほ
か
、

各
地
協
で
周
知
街
宣
を
実
施
し
、

情
報
誌
や
市
報
へ
の
広
告
や
ラ

ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
お
こ
な
う
な
ど
幅

広
く
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

が
あ
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
連

合
新
潟
に
寄
せ
ら
れ
た
労
働
相

　

一
月
二
八
日
、
二
月
の
全
国

一
斉
集
中
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
開
催
に
向
け
、

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
担
当
者
研
修
会

を
お
こ
な
い
、
一
七
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

午
前
は
「
労
働
相
談
の
パ
タ

ー
ン
と
対
応
の
仕
方
」
と
題
し
、

連
合
新
潟
・
林
組
織
担
当
部
長

か
ら
労
働
相
談
Ｑ
＆
Ａ
を
用
い

て
、
電
話
対
応
の
基
本
や
相
談

の
心
得
な
ど
、
実
際
の
相
談
で

よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
や
最
近
の
相

談
の
傾
向
な
ど
も
交
え
て
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
担
当
者
研
修
会

　

午
後
か
ら
は
３
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
相
談
事
例
を
も
と
に

対
応
の
仕
方
等
を
考
え
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
い
、
グ

ル
ー
プ
で
検
討
し
た
内
容
を
発

表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
最
後
に
は
、
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
問
題
と
し
て
、
昨
年

五
月
に
実
施
さ
れ
た
、
ワ
ー
ク

ル
ー
ル
検
定
に
出
題
さ
れ
た
問

題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
労
働
相

談
Ｑ
＆
Ａ
を
参
考
に
実
務
に
専

念
で
き
ま
す
。」「
労
働
に
関
す

る
法
に
つ
い
て
学
ぶ
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。」「
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
自
分
が
相
談
を

受
け
た
ら
戸
惑
い
そ
う
な
部
分

を
掘
り
下
げ
て
討
議
が
で
き
た

こ
と
で
、
か
な
り
参
考
に
な
り

ま
し
た
。」
な
ど
の
声
が
あ
り

ま
し
た
。

談
は
二
七
件
と
、
ふ
だ
ん
よ
り

も
多
く
の
相
談
件
数
と
な
り
ま

し
た
。
相
談
の
内
容
は
、「
雇

用
継
続
に
対
す
る
不
安
」「
長

時
間
労
働
や
未
払
い
賃
金
に
つ

い
て
」「
雇
用
契
約
に
関
し
て
」

「
社
会
保
険
に
関
し
て
」
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
人

以
外
か
ら
の
相
談
も
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
春
季
生
活
闘
争
の
大

き
な
柱
の
一
つ
は
、
非
正
規
労

働
者
を
含
め
た
労
働
者
の
処
遇

改
善
で
す
。
組
織
化
さ
れ
て
い

な
い
多
く
の
非
正
規
労
働
者
の

雇
用
や
労
働
条
件
の
解
決
に
向

け
て
運
動
を
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
今
年

日時　2017年３月４日㈯　15：20〜
会場　新潟市・万代シルバーホテル

にいがたユニオン
第23回定期総会

全国一斉
労働相談
ダイヤル

は
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」
の
開

始
を
目
前
に
控
え
た
年
で
あ
り

「
雇
止
め
」
問
題
の
増
加
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
組
織
化
さ
れ
て

い
な
い
多
く
の
非
正
規
労
働
者

　

二
月
四
日
、
新
潟
市
秋
葉
区

文
化
会
館
に
て
、
連
合
新
潟
と

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
以
下
「
食
ネ
ッ
ト
」）

の
共
同
主
催
に
よ
り
、
二
〇
一

七
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
光
と
闇
～
新
潟
に
何
を
も
た

ら
す
か
～
」
が
開
催
さ
れ
、
三

会
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
米
山
新

潟
県
知
事
、
民
進
党
・
鷲
尾
衆

議
院
議
員
、
自
民
党
・
髙
鳥
衆

議
院
議
員
の
三
人
を
招
き
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
す
る
国
家
間

自
由
貿
易
が
新
潟
に
お
け
る
私

た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
の
か
に
つ
い
て
討

論
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
パ
ネ
リ
ス
ト
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

と
は
何
な
の
か
」、「
こ
れ
ま
で

の
方
向
性
」「
必
要
性
と
危
険

性
」
な
ど
に
つ
い
て
考
え
方
を

主
張
し
た
後
、
討
論
に
入
り
ま

し
た
。

　

会
場
の
参
加
者
か
ら
も
米
を

は
じ
め
と
す
る
食
料
問
題
を
危

惧
す
る
意
見
な
ど
が
聞
か
れ
、

終
始
、
緊
張
感
に
包
ま
れ
な
が

ら
も
、
聞
き
応
え
の
あ
る
内
容

と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
離
脱
の

影
響
に
よ
る
世
界
の
経
済
情
勢

な
ど
先
行
き
が
不
透
明
で
は
あ

り
ま
す
が
、
連
合
と
し
て
も
今

後
の
動
向
に
注
視
し
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

五
〇
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

食
ネ
ッ
ト
が

結
成
一
〇
年
を

迎
え
た
こ
と
か

ら
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
た

め
、
連
合
新
潟

が
例
年
行
っ
て

い
る
地
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
と
連
携

し
て
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
、
連

合
新
潟
・
齋
藤

の
雇
用
や
労
働
条
件
の
解
決
に

向
け
、
連
合
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
労
働
相
談
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

各地協 総決起集会日程
地協・支部名 日　　時 会　　　場
下 越
（新発田・阿賀野） ３月22日（水） 新発田市カルチャーセンター
※胎内支部は別開催

新潟／県中央 ３月１日（水）18：30 新潟市音楽文化会館

佐 渡 ３月16日（木）18：30 佐渡市・アミューズメント佐渡

県 央 ３月８日（水）18：30 三条市・リサーチコア（７階）

中 越 ３月３日（金）18：00 長岡市・アトリウム長岡（２階）

※各支部（見附、南魚沼、北魚沼、小千谷、十日町）は別開催

柏 崎 ３月７日（火）18：30 柏崎市・柏崎エネルギーホール

上 越 ３月１日（水）18：30 上越市・リージョンプラザ上越
※糸魚川支部は別開催

※各支部の開催場所・日程は各地協へお問い合わせください。

日　時　2017年３月１日（水）18：30～
　　　　　⑴��総決起集会� 18：30～19：15
　　　　　⑵��デ モ 行 進� 19：30～20：00

会　場　新潟市音楽文化会館

春季生活闘争「新潟県中央総決起集会」
（連合新潟・新潟地協共催）

二
〇
一
七 

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

参加者募集中�

平和行動 in 長崎
日程：2017年８月８日（火）
� 〜10日（木）
内容：平和ナガサキ集会、
　　　平和祈念式典、
　　　ピースウォーク　ほか

※平和行動�in�沖縄（６月23日〜25日）は
　定員に達しました


